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　　ptew

古
墳
壁
謡
よ
り
「
ガ
マ
」
を
獲
見

七
二

さ
れ
て
お
り
、
｛
丸
々
麗
紅
炉
壁
慕
画
で
は
玄
｛
至
天
井
の
鴫
果
・
西
爾
…
壁
に
、

敵
こ
の
高
勾
麗
壁
轟
磁
の
も
の
に
全
く
一
致
ず
る
の
で
あ
る
。
從
來
九
州
薄
鼠
樹
＋
口
鏑
ハ
は
｛
蘭
勾
．
麗
と
の
關
係
が
色
々
と
糊
置
わ
れ
鴇
て
い
た
が
、

後
者
の
無
題
は
四
聯
圏
や
狩
猟
饗
宴
等
の
日
常
生
活
圏
を
主
と
し
、
申
國
的
影
響
を
う
け
た
竜
の
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
な
の
に
樹
し
、

鵡
剛
者
九
州
門
の
…
場
A
口
は
直
弧
文
二
同
心
削
圓
・
『
二
角
形
。
双
脚
齢
固
文
等
我
闘
周
特
一
巡
の
装
飾
三
文
が
鼻
多
く
、
爾
…
者
の
關
係
を
示
す
聖
体
一
的
資
料

を
欠
い
で
い
た
し
、
　
一
方
舟
の
諭
…
等
か
ら
し
て
南
方
と
の
關
係
を
力
説
す
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
今
回
の
ガ
マ
の
姿
見
に
よ
っ
て
高
勾

麗
壁
書
ひ
い
て
は
中
國
の
そ
れ
と
の
密
接
な
關
係
を
明
か
に
し
た
と
い
っ
て
も
い
エ
で
あ
ろ
う
。

　
輻
春
菊
早
馬
確
守
富
村
西
屋
形
か
ら
今
年
に
な
っ
て
三
基
の
装
飾
古
壇
が
醗
見
さ
れ
た
。
同
心
圓

・
楯
・
台
墨
の
黒
蝿
の
も
の
に
よ
く
知
ら
れ
た
一
般
的
回
文
の
外
に
、
爾
端
を
上
方
に
反
轄
さ
せ

た
船
上
に
船
頭
が
擁
を
持
っ
て
立
っ
て
い
た
b
、
船
首
・
船
尾
の
爾
…
所
に
鳥
が
停
っ
て
い
る
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ズ
ラ
シ

新
書
願
［
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
申
最
も
撫
俣
難
な
、
心
心
画
を
ら
な
す
珍
藪
塚
の
奥
恥
塑
々
書
申
に
ガ
マ
の
給
が
見

出
さ
れ
た
。
四
肢
を
太
っ
た
躰
魑
の
半
側
に
放
出
し
た
傭
鰍
的
な
ポ
ー
ズ
を
撰
向
き
に
描
き
、
輪
郭

は
朱
線
を
以
て
し
、
内
に
轍
描
で
イ
ボ
を
表
わ
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
そ
の
前
に
一
個
の
圓
が
あ
る

こ
れ
は
古
く
申
國
の
傳
論
に
身
月
申
の
雛
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
・
准
甫
霧
瀞
訓
に

「
日
中
に
陵
烏
（
三
足
烏
）
あ
り
、
月
申
に
省
除
（
ガ
マ
）
あ
り
」
．
と
あ
る
よ
う
に
、
月
の
申
に
は

ガ
マ
が
い
た
と
い
う
俗
信
が
あ
っ
て
、
三
足
烏
と
共
に
…
封
を
な
し
て
日
・
月
の
表
…
徴
を
な
す
の
で
あ

る
。
圖
丈
と
し
て
も
譜
代
武
梁
祠
箇
”
磁
石
・
瓦
撒
阿
丈
：
適
格
規
矩
四
淋
鏡
の
背
文
等
に
爾
者
が
表
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圓
の
申
に
入
っ
た
二
者
が
描
か
れ
て
い
て
、
3
珍
事
塚
の
ポ
ー
ズ
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長事
（
編
纂
主
佳
）

　
．
（
庶
務
主
任
）

・
（
會
計
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任
）

員　
（
編
　
　
纂
∪

　
（
編
　
　
纂
）

（
編
　
　
纂
」

（
編
纂
・
庶
務
）

β
編
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・
馬
子
．
）
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セ
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編
輯
　
後
記

ミ
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藝
」
一
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前
號
に
引
物
い
て
テ
ー
マ
中
心
の
編
纂
で
、
今
回
は
考
古
學
と
人
交
地
理

の
特
輯
と
し
ま
し
た
。
交
化
の
時
間
的
空
間
的
爾
方
面
か
ら
の
研
討
は
自
ら

文
化
圏
や
丈
化
交
流
等
の
聞
題
に
焦
貼
が
合
わ
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
も
、
最

近
の
學
界
の
方
向
や
右
心
の
中
心
を
暗
示
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
て
編
者
と

し
て
は
面
白
い
罷
験
を
得
た
次
第
で
す
。
執
筆
者
は
い
ず
れ
も
京
大
關
係
者

ば
か
り
で
す
が
、
新
人
の
多
い
所
に
本
會
再
閏
爽
の
意
氣
を
御
感
得
願
へ
．
る

と
思
い
ま
す
。
今
後
は
他
の
地
方
の
方
々
の
玉
稿
も
い
た
y
い
て
、
史
學
研

究
広
本
來
の
姿
を
史
林
に
も
反
映
さ
せ
た
い
と
念
願
す
る
次
第
で
す
。
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